
第 11回名立区地域協議会 次第 

 

日時：令和 7年 3月 26日（水） 午後 6時 30分から 
                      場所：名立区総合事務所 第２会議室 

 

 

1 開 会 

 

 

 

 

2 自主的な審議 

  (1)不動地区の将来ビジョンついて       …資料 No.1、1-2 

 

 

 

 

  (2)自主的な審議テーマの検討について     …資料 No.2 

 

 

 

 

3 その他事項 

 

 

 

 

4 次回会議について 

  令和  年  月  日    時  分から 

 

 

 

 

5 閉 会 

 



 

 

 

令和７(2025)年３月 

 

●人口減少が続く中ですが、さらなる地域づくりのために、その基盤となる町内会組織の意思決定を簡素化しようと、下瀬戸・上瀬戸・東飛山と３つの集落を「不動」町内会に統合したのが令和２年４月です。 

●続いて、新しい地域づくりの推進母体となる団体を設立するために何度も話し合いが行われ、「輝く里不動の会」が令和4年4月に発足しました。その話し合い中で、地域の将来像も話し合われました。 

●石油景気に沸いた明治期から、当地には各地から多くの方が出入りし、交流・交友を図ってきた歴史があります。また、市内最大の水道水源地を抱え、この「水」という資源は私たち住民の誇りです。さらに、その源

となる広大なブナ林は、一生産森林組合が所有・管理する広葉樹林としては全国屈指ともいわれています。 

●今後、移住を希望する方を新たに本格的に募りながら、未来永劫いつまでも続く故郷「不動地区」を創っていきたいと思います。 

●過疎化が進んでいるということは、別の面から捉えれば、市内の市街地をはじめ県内や全国各地に、名立区瀬戸・東飛山を縁に繋がる人たくさんいるということ。誇りである人材と地域資源を活用しながら、「住んで

もいいかな」という魅力ある地域づくりを今後も続けていきます。 
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■広大なブナ林と豊かな水資源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1-2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ブナ林の現地踏査（県、新潟大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ドローンによる資源調査（新潟大学：村上准教授） 



■ラジコンヘリによる資源調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ヤマハ発動機㈱資料 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ドローン、ラジコンヘリによる資源調査の報告会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■みずの森フェスティバル 

 



資料２ 
名立の魅力発信の検討について（案） 

 

■目的・考察 

・これまで、各ＨＰ等では、観光イベント情報や見どころ紹介といった対外向けの情報や、区内

在住者には行事予定の周知を主とした情報発信を行っているが、「名立に住みたい（住み続けた

い）」と思わせるような視点での情報発信は行われていないと考えられることから、名立の魅力

を発信することで、「子どもや若い世代の定住」、「移住の促進」を図る。 

・上記を達成するには、名立に住まう人々が活躍するようす（名立に住むことは楽しいことだ）

を発信していく必要があると考えられる。 

・また、若い世代の定住やＵターンを期待するには、子どもたちが活躍する姿の発信も重要と考

えられる。 

 

■検討組織について 

・多角的な視点を取り入れるため、多方面の団体や個人等による検討組織を立ち上げ、発信内容

とその方法について検討する。 

・子どもに関する情報発信を強化するため、保育園や小中学校等の関係者（学校、PTA 等）から

も委員の選出をお願いする。 

・区外から通勤する方や、移住された方の声も大変参考になると思われる。 

（参加団体等の案） 

団体等 期待する役割等 

地域協議会委員 意見集約、調整 

ＮＰＯ未来ネット・名立 まちづくり、人材育成情報の発信 

各地区振興協議会 各地区のようす、取組の発信 

保育園、小中学校、育む会 子どもたちが活躍する姿、名立の教育環境 

芸能保存会等 伝統行事等の発信 

個人 

（区外からの通勤者、Iターン者など） 

名立に通う中で感じる魅力、住んでみて感じる名立

の魅力 

ゆめ企画名立 イベントの対外的な発信、若手が活躍する姿の発信 

 

■スケジュール 

時期 内容 

R7.3～R7.4 地域協議会における検討（プランの具体化） 

R7.5 先進地視察（研修）→諏訪地区 

R7.6～ 検討 

・具体的なプラン、主体、だれがどのように発信するのか 

・必要経費（概算）の算出 

R7.8 事業計画作成、必要経費を積算し、地域独自予算として提案 

R7.9～ 準備委員会発足・準備開始 

R8.4～ 発信開始 

効果確認、PDCA 

 


